
《南アルプスかわね地域循環共生圏》　

【Ｒ５年度認定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川根本町）

取組
内容

○新たな産業・ビジネスと新たな活力人財の一体的創出
　・空き校舎を活用した集約型リーディング施設の整備
　・閑静で働きやすい環境を活かしたサテライトオフィス整備等の促進と
　　参入企業間での革新的ビジネス創出・町内への事業展開の推進
　・高齢者、子育て女性、子ども、在留外国人等住民への教育支援の促進による
　　地域産業を支え活躍する「生涯現役人財」や「グローバル人財」の育成
○川根らしさを最大限活かした交流の展開
　・企業と連携したカーボン・オフセット付き観光パッケージの開発による
　　「川根本町式エコツーリズム」の推進
　・FSC認証木材や農作物を活用した「寄付型オフセット商品」の開発・販売の促進
　・メタバース空間を活用した国内・海外との交流展開や情報発信
○世界に誇る南アルプスの自然環境・森林の保全
　・住民、企業、観光客が一体となった自然環境・森林の保全活動と
　　カーボンクレジット創出の推進

循環
拠点
区域

【集約拠点】　・旧中川根第一小学校

主な取組のスケジュール Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

旧中川根第一小学校を活用した
賑わい創出事業

　 　 　 　 　

「脱炭素」関連事業 　 　 　 　 　

関係者調整

事業推進

事業展開

【目指す姿】世界に誇る雄大な自然環境のもと、しごと・ひと・まちをコラボレートしながら、
      まち総動員で地域活力を創り出し世界とつながる集約型まちづくり

事業化調整

【位置図】

川根本町

循環拠点区域

【集約拠点】

旧中川根第一小学校

 ●カーボンオフセットの推進

【循環のイメージ】

カーボンクレジットの
付与

 ●メタバース空間整備
・海外企業等向けビジネ
 スプラットフォーム
・川根の自然・文化等の
 ＶＲ発信  

国内の関係人口や
世界の川根ファンの獲得

【新たな産業・ビジネスの創出】  
 ●企業誘致や実証フィールド提供

【新たな人財の育成】  

 ●「生涯現役人財」「グローバル人財」
  育成のための教育支援

スキリング
機会の提供

カーボンクレジット
収益の活用

 ●森林保全によるカーボンクレジットの創出
 ・住民・企業・観光客が一体となった環境保全活動
 ・森林整備による温室効果ガス吸収

ビジネス展開
スキルの活用

カーボンクレジットを付与したサービス・商品の開発・販売
 ・エコツーリズム
 ・地域文化体験（徳山の盆踊りなど）

  

  ・ＦＳＣ認証木材製品
  ・ゆず加工品
          ほか

・ＩＣＴ企業等の誘致

  
  

 旧中川根第一小学校（空き校舎）

人財の登用

①循環型社会への移行
自然との共生

②まちづくり等の
リデザイン

③環境共生型の
再生可能エネルギー

④産業構造の転換
⑤人材の育成と

オープンイノベーション

施設改修

調査検討・実証実験


